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第四中学校区 施設分離型小中一貫教育に関する研究

第四中学校 吉田小学校

酒門小学校 吉沢小学校

めざす児童生徒像 心身ともに自らきたえ，知性豊かな児童生徒

研究主題 児童生徒，教職員の交流を図りながら，

「よりよい集団を自ら築く児童生徒の育成を目指して」

１ 主題設定の理由

第四中学校区では，各小学校が全校生６００名を超え，中学校では９００名を超える大規模な

学区である。以前より教職員間で「児童生徒の情報交換会」や「学習指導や生活指導についての

情報交換会」を行い，小学校児童が中学校へスムーズに移行し，安心して生活できるよう環境づ

くりに努めてきた。また，各地区での行事に中学校の吹奏楽部や合唱部が演奏に参加したり，ボ

ランティアとして多くの生徒が参加したりするなど，地域の一員として所属感を高める活動を大

切にしてきた。地域や保護者の方も学区の子供たちの活躍を楽しみしており，協力的である。学

校内外で人との関わりが多く，活気ある活動が様々なところで見られるのが学区のよさである。

これからの子供たちが必要とされる学力を身に付けたり，心を成長させていったりするために

は，９年間を見通して地域，保護者，教職員が連携を図った取組を一層進め，多くの目で子供た

ちを育てていくことが大切である。そのために，まず教職員として小中で「そろえる」「つなげ

る」活動を確実に実践していくことで確かな成長につなげたいと考えている。その中でも，大規

模で人との関わりが多い学区であるからこそ，多様な児童生徒を一つにまとめ，よりよい集団を

つくることが成長の基盤と捉え，規律の順守や児童生徒の自主的・自立的な活動等への働きかけ

を共通して行うことが大切と考える。

そこで，従来の小中連携活動の充実に加えて，特別活動を中心とした小中連携活動の在り方を

テーマに設定し，児童生徒が自らよりよい学級，学年，学校，学区をつくり上げる意欲と行動力

を高めることにより，大規模な学区全体が一丸となれるようにしたいと考え，本主題を設定した。

研究の 1 年目に当たり，「継続してできること」を考え，教職員の９年間を見通して学区の児

童生徒を育てていく意識が高まるようにしていきたい。

２ 研究のねらい

（1）特別活動において，行事や話合い活動の進め方等を小中共通で設定・実践していくことによ

り，学級活動や児童会・生徒会活動の活性化を図る。

(2) 授業の相互参観や中学校職員による出前授業等，教職員の交流により，児童生徒や指導法の

情報交換に努め，よりよい指導体制をつくる。
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３ 具体的な取組内容

(1) 研究の組織づくりについて

特別活動研究部を３つの研究部に分け，各校の特別活動担当者を割り振り，部門の総括として各

校教務主任が担当する組織とした。

特 別 活 動 研 究 部

児童・生徒交流研究部 話合い活動研究部 記録・広報研究部

○ 児童会・生徒会の交流 ○ 学級活動の授業研究 ○ 他の研究部と連携し，学

会の企画・運営 ・ 小（中）学校共通し 校・学級での特別活動掲示

○ 小中連携した児童会・ た話合いの約束や進め 物の作成

生徒会活動の企画・運営 方の検討 ○ 児童・生徒，職員の活動

・ 題材を共有しての授 の写真・ビデオ記録

業実践 ○ ホームページ上での小中

一貫コーナーの作成

○ 総括担当と共に，広報の

ための発表原稿作成

(2) 児童・生徒交流研究部

ア 小中スクールリーダー研修会(８月16日）

各校児童会，生徒会のメンバー43名と引率の先生方が参加し，水戸市少年自然の家で実施

した。昨年度より実施しており，その充実を図った。これは小学生が中学校へ進学してもリー

ダーとして活躍できる資質を高めるとともに，中学生が下級生と連携を図りよりよいリーダー

シップを発揮できるようにと願って設けられたものである。四中地区青少年育成会から支援を

受け，四中学校区のリーダーとして将来も活躍してほしいという期待が込められている。

午前はグループごとに野外調理を通して，お互いの顔を覚えて関係づくりを図った。午後

は，各学校のよさや課題を話し合い，四中学区で「めざす学校像」とその実現のために何をす

るのかをを模造紙にまとめ，発表を行った。以下のような学校にしたいとの意見が挙げられた。

・何事にも積極的に取り組む学校 ・自分自身で考え行動できる学校

・自分の意見をしっかりもって仲間と協力できる学校

・メリハリをつけられる学校 ・太陽のような学校 ・みんなが成長できる学校

・助け合いの心を忘れずに目標をもって勉強に励む学校

その中でも「支え合える学校」にしたいと意見を出した

グループでは，そのために「いじめ防止活動を行う」とし，

「いじめ防止集会」「いじめ防止運動のために共通のリボ

ンやバッジをつくる」「小中共通のアンケートをつくる」

など具体的で実現可能な案が提案された。

この研修会に参加した児童からは「様々なリーダーたち

【野外調理】 と一緒に活動するのは楽しかった。来年中学生になるので．
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不安が減った」「他の学校と交流することで，学校をよりよくするための考えが少し深まっ

た」等の感想が出され，有意義な交流ができた。

イ 四中生徒会による「四中学校区小中学校 めざす学校像」の提案

２学期には，夏休みのリーダー研修会の結果を受けて，

中学校生徒会で「四中学区 めざす学校像」を決定した。

「ありがとう」「おもいやり」「チャレンジ」「やりきる」

の四つの言葉を大切にした学校とし，それらを四葉のク

ローバーの形に配置したマークを作成して，実践するこ

とで学区全体の幸せにつながることをアピールした。

【四中学区めざす学校像】

ウ 小学校で全校集会の開催（「めざす学校像」を受けて）

中学校生徒会で決定した「めざす学校像」を受けて，

各小学校で「おもいやり」の実践を実現するための「い

じめゼロフォーラム」が開かれた。実際に同じ場所に集

まることが難しくても，四中学区の児童生徒がつながっ

ているということが低学年の児童にも伝わった。

【いじめゼロフォーラム】

(3) 話合い活動研究部

ア 学級活動(話合い活動）で小学校共通で理解しておくことの確認

８月３日，四中において学区の教職員が集まり，学級

活動の「話合い活動」の流れをそろえるというねらいで

話合いをもった。その話合いで統一した形式を活用し，

２学期から各小学校で実践することができた。計画訪問

の学級活動（話合い活動）もこの形で取り組むことがで

きた。

(4) 記録・広報研究部 【小中一貫コーナ―掲示物】

ア 小中共通「小中一貫コーナ―」掲示物の作成

児童生徒や保護者等に小中一貫の交流の様子を知らせるために，小中共通の掲示物を作成

した。「協働する四中学区」をタイトルに交流の様子を写真で掲示していった。

(5) 教職員の交流について

ア 学習定着状況分析会議

５教科の教科主任や６学年担当者が集まり，各学校の学力の情報交換を行い，学区として

小中共通に取り組むことや取り入れたい他校の実践をまとめた。社会科では「授業の振り返

りを自分の言葉でまとめる」ことにより表現力や社会科用語の知識を高めることや，理科で

は「顕微鏡が正しく使えるかを一人ずつ確認する」ことにより器具の使い方の理解を深める

ことなど具体的な取組をまとめることができた。
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イ 栄養教諭による食育指導

栄養教諭が各小中学校を給食時に訪問して食育指導を実践した。栄養教諭は小学校で指導

した児童が一回り成長した姿を見られたことに心を動かされていた様子であった。今後更に

食に関する指導が重要と考えられるので，小中連携して児童生徒が９年間で正しい知識をも

ち，実践できるように継続していきたい。

ウ 小学校陸上記録会に向けての中学校の協力

以前から中学校の協力を得て取り組んできたものである。中学校陸上部の生徒が指導に当

たることもあったが，今年度は３名の陸上部顧問職員が児童に走力を高めるための基礎・基

本の練習を指導した。児童の練習に対する気持ちが高まり，各自の力を伸ばすことができた。

エ 入学式に向けての中学校教師による合唱指導

中学校入学式で新入生による全員合唱（この星に生まれて）を行っている。そのために中

学校音楽教師が２月～３月にかけて各小学校に出向いて指導を行っている。児童は中学校で

の合唱指導に触れ，短時間で歌声も意識も大幅に変化し，効果的である。

【食に関する指導】 【小学校陸上記録会に向けての中学校の協力】 【中学校教師による合唱指導】

４ 成果（進捗状況と今後の課題）

(1) 成果

○ 学区として目指す学校像を設定したり，学級活動(話合い活動)の進め方を共通で理解した

りと児童生徒間，教職員間で「つながる」「そろえる」活動を実践することができ，小中を

見通して子供たちを育てていく意識が高まった。

○ リーダー研修会が，小学生が中学校へ進学してもリーダーとして力量を発揮できる環境づ

くりに役立った。

○ 小中合同の教科部員会が，共通で実践できる内容を話し合うことができ，確かな学力づく

りに役立った。

(2) 課題

○ 一部の先生方に負担がかかり，全職員が分担して取り組む体制が取れなかった。次年度の

取組や組織を見直していきたい。

○ 児童生徒数や職員数の多い中で，児童生徒間の交流や合同教科部員会，情報交換会をどの

ように設ければ，よりよい児童生徒の成長や指導につながるのかを検討していきたい。

○ 四中学区の「めざす学校像」実現のために小中連携してできる具体的な内容を考えて実践

していきたい。


